
 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                  

すべきことを 
ていねいに！ 

１人１人が宝物！ 

令和６年１月 2４日発行 

  いよいよ３学期、４月に進級する準備をしましょう！ 

１月９日の始業式では、児童を代表して４年生の杉田悠馬さんが３学期の目標を発表しまし
た。返事、礼の仕方、声の大きさ、どれもしっかりできていて感心しました。今年が良い年にな
りそうです。目標も具体的にたてられていて実現に向けて頑張れそうですね。 

 
 

ホームページ 

ＱＲコード 

＜３学期の目標＞ 

○黒板消しの仕事を忘れずにする 

○無言で掃除をする 

○文章をすらすら読めるように練習する 

○縄跳びで「あやかけ足」を１５回連続できるようになる 

○４７都道府県の県庁所在地を言えるようになる 

木工細工師「園田透さん」との心の交流  

令和元年度に、夢プロジェクトで講師として来校して

いただいたことをきっかけに交流が続いています。園田

さんは、木を使って物を作ることが好きで、自分で木を

切り、いろいろな道具を使って掘ったり磨いたり、色をつ

けて世界に一つしかない作品を作られるようになったそ

うです。児童一人ひとりに、今年の干支である「辰」の置

物とキーホルダーをくださいました。「辰」がかぶってい

る帽子には「大窪小」と入っています。時間をかけて愛情

を込めて作ってくださっていることが伝わってきます。

児童も大喜びでした。 

「新春子どもの声を聴く会」結愛さんが代表で発表しました！  

 
「たくましい大窪っ子」 
＜概要＞① 大窪神社の例大祭への参加。男子は獅子舞を、女子は浦安を舞います。私た
ちは、学校が終わった後、公民館や自宅で、覚えるまで何度も何度も練習します。私は、地
域の役に立てるのが楽しみでがんばっています。例大祭に参加できることは、とてもうれしい
ことです。 
② ５人の協力。特に、委員会では、１人１人が意見を出し合って、どんな活動にしたらいい
かを考えています。どんな時でも、５人で協力しないといけないと思っています。 
③ 剣棒踊り。剣棒踊りは６人でしますが、児童が５人しかいないので先生も入ってください
ます。運動会では、先生方と、いっしょうけんめいがんばりました。 
④ 4月から６年生になります。今後は、「相手よりも先に目を見て、大きな声で」を合い言
葉にして取り組んでいるあいさつや返事を達成できるようになるために、みんなで声をかけ
合い、じまんできる大窪っ子のたくましさを増やせるようにがんばりたいです。 
 
＜発表を終えて＞ 
緊張したけど頑張りました。私にとって良い経験になりました。応援ありがとうございました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

                        

                               

                                                           

                  

 

 

 

１６（金）参観日 

（なわとび発表会、家庭教育学級） 

２１（水）大窪クリーン 

２２（木）代表委員会 

２８（水）読み聞かせ（廣中さん） 

２９（木）たいよう号来校 

 

１月１２日に、劇団「On the Stage」が

児童のために素敵なステージを披露し

てくださいました。物語もわくわくする

楽しい内容で、歌や踊りもとても魅力

（みりょく）的でした。細田小と合同で実

施しました。ほとんどの子どもたちが初

めてのミュージカルだったようですが、

笑いあり、拍手ありで楽しんでいまし

た。叶望さんは、「初めてミュージカルを

見て、ふつうに話す声とミュージカルの

中の声がちがってすごかったです。」と

感想を述べてくれました。 

ミュージカル「夢の海賊島」

を鑑賞しました。  

１（木）交通安全見守り活動、全校朝会、委員会 

２（金）読み聞かせ（髙村さん） 

８（木）ハートフルタイム、たいよう号来校 

ロングクラブ、学校運営協議会 

２月行事 

大谷翔平選手から 
グローブが届きました！  

届いた時にはびっくりし

たし、軽くてびっくりしま

した。使いやすそうです。 

by 悠馬 

火災避難（ひなん）訓練
を行いました。  

いつもある行事ではないので、

とても良い経験だと思います。

いつ起こるのかもわからないの

で、こんな重大な事にも目を向

けていきたいです。by 叶夢 


